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〔授業の概要・目的〕 

放射線治療の臨床現場で生じた様々な問題に対処し、治療の品質を維持・管理 するためには、治療に用いる各種放射

線の性質、治療関連装置・機器の物理的特性を理解することが重要である。本講義では、放射線治療装置や治療計画装

置の構造、線量分布計算アルゴリズム、定位放射線治療や強度変調放射線治療などの放射線照射技術について説明す

る。これらの物理的特性から、高精度放射線治療を実現するため装置の性能、照射精度、治療品質を維持管理するため

の手法について学習する。 

 

【研究科横断型教育の概要・目的】 

現在の高精度放射線治療では、医学的見地からの臨床判断だけでなく、治療を行う治療装置やシステム、ソフトウェアも

高精度化しており、機械やコンピュータなどの工学的知識も非常に重要となっている。工学と医学の高度な融合が求めら

れる「高精度放射線治療」の今後の発展には、工学、医学の両者の視点が必須である。本講義では、放射線治療の概要

説明から講義を開始し、医学に接点のない理系学科の学生でも理解を深めることが可能なカリキュラム構成としている。 

〔授業計画と内容〕 

集中講義（3 日間）で下記講義内容を実施予定。 

[講義内容] 

放射線治療概要(放射線治療物理学，放射線生物学を含む)，放射線治療装置の概要・品質管理， 

放射線治療計画，線量計算アルゴリズム，小線源治療， 

定位放射線治療，強度変調放射線治療，四次元放射線治療 

〔履修要件〕 

特になし 

〔成績評価の方法・基準〕 

レポートおよび出席回数 

〔教科書〕 

  

〔参考書等〕 

  

〔その他（授業外学習の指示・オフィスアワー等）〕 

工学と医学の融合が求められる技術についての講義であり、お互いの学問領域への興味・関心を持っている学生の履修

を期待します。 
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